
評議員及び役員の報酬に関する規程 
 

 

（目的） 

第１条 この規程は、公益財団法人全日本剣道連盟（以下「全剣連」という）定款

第１９条及び第３５条の規定に基づき、全剣連の評議員及び役員の報酬に関

し、必要な事項を定める。 

 

（役員等） 

第２条 この規程において役員とは理事及び監事をいい、評議員と併せて役員等と

いう。 

 

（報酬） 

第３条 この規程において報酬とは、謝金のことをいう。 

 

（謝金） 

第４条 謝金とは、全剣連の主催する（１）ないし（７）の行事においてその業務

を行った場合に支給するものとする。 

（１）各種講習会の講師  

（２）大会等の審判員  

（３）審査会の審査員等、  

（４）講習会、大会、審査会等の担当役員等  

（５）相談役会、審議会、理事会、常任理事会、専務理事・理事長会等  

（６）専門委員会の委員等  

（７）その他公開演武者等 

２ 謝金は、附表１、附表２、附表３、附表４に掲げるとおりとする。 

 

（報酬の控除） 

第４条 報酬は、法令の定めるとことにより控除すべき金額を控除して支給する。 

 

（改廃） 

第５条 この規程の改廃は、評議員会の決議を経て行う。 

 

附則 この規程は、令和２年３月１０日から施行する。 

 

 

 

証憑書類番号 ２７ 



（附 表 １） 

謝 金 等 の 支 給 基 準 額 表 

単位：円 

区 分 金  額 適     用 

講   師 １１,０００  

審査委員長 

審 査 員 

１１,０００ 

１１,０００ 
 

審 判 員 ８,０００ 審判長、審判主任 

役   員 ８,０００ 
役員とは、全剣連会長より連盟を代表し行事 

運営責任者として委嘱された者をいう。 

備 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

考 

１）講師は１日当りの金額とし、１日に満たないときは、１/２ 

  支給とする。 

２）１日とは４時間以上をいう。 

３）全日本剣道演武大会審判員の謝金は 5,000円とする。 

５）地方講習会、開催地地元講師の謝金は 6,000円とする。 

６）書類審査の謝金は 3,000円とする。 

   ＊源泉徴収税額：謝金額の日額表（丙）による税額 

    

 

 

（附 表 ２） 

社会体育指導員養成講習会謝金等の支給基準額表 

単位：円 

区 分 金  額 適     用 

講   師 ６,０００ 一 律 一日当り 

講   師 ５,０００ 科目毎 （４５分単位） 

委 員 長 ６,０００ 一日当り 

幹   事 ３,０００ 一日当り 

医学関係講師 １５,０００ 

・剣道関係者以外講師は目安 20,000円 

 交通費・日当は不支給 

・２時間の講義を目途 

   ＊源泉徴収税額：謝金額の日額表（丙）による税額 

 

 

 



（附 表 ３） 

会議謝金の支給基準額表 

単位：円 

区 分 金  額 適     用 

相談役会 

会   長 

他 役 員 

 

８,０００ 

５,０００ 

 

審議員会 

会   長 

他 役 員 

 

８,０００ 

５,０００ 

 

評議員会 

評 議 員 

議   長 

（学識経験

者） 

 

５,０００ 

１０,０００ 

 

定款第１８条に基づく必要な費用 

日当・交通費は別途支給 

 

理事会 

議   長 

他 役 員 

 

８,０００ 

５,０００ 

 

常任理事会、評議員会、専務理事・理事長会 

等を含む 

専門委員会 

委 員 長 

幹   事 

委   員 

 

８,０００ 

６,０００ 

５,０００ 

 

専門委員会規程に基づく委員会等 

記事：１．通常、会議時間が２時間を超える場合、適用する。 

２．源泉徴収税額：謝金額の１０％による税額。 

３．平成２４年６月５日理事会にて評議員（学識経験者）を追加、理事会の 

  議事録署名人を削除。 

 

 

（附 表 ４） 

その他業務等謝金の支給基準額表 

単位：円 

区 分 金  額 適     用 

公開演武者 

 日本剣道形 

そ の 他 

（居合道、杖道等） 

 

 

１５,０００ 

１０,０００ 

 

記事：１．源泉徴収税額：謝金 10,000円以上については謝金額の１０％による税額。 

 


